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   新しい時代を切り拓く資質・能力のある子の育成 

   ～問題解決的な学習を通して～ 

第４学年 社会科学習指導案 

令和３年６月２３日（水） 

江東区立八名川小学校 

第４学年２組 ３１名 

指導者 中田香南 

 

 

１ 小単元名 

  「水害からくらしを守る」（東京書籍）（全１１時間） 

２ 小単元の目標と観点別評価基準 

（１）小単元の目標 

 自然災害から地域の安全や人々を守る諸活動について、過去に発生した東京都の自然災害、関係機関

の協力などに着目して、聞き取り調査をしたり、地図や年表などの資料で調べたりしてまとめ、災害から

人々を守る活動を捉え、その働きを考え、表現することを通して、地域の関係機関や人々は、自然災害に

対し、様々な協力をして対処してきたことや、今後想定される災害に対し、様々な備えをしていることを

理解する。また、災害が起きたときに自分自身の安全を守るための行動の仕方を考え、選択・判断して、

表現する。 

（２）小単元の観点別評価規準 

 

評価の観点 単元の評価規準 

知識・技能 ・東京都や江東区などの関係機関や人々は、水害に対して、災害を

防ぐなどの対処をしてきたことや、今後想定される水害に対して

様々な備えをしていることなど自然災害から人々を守る活動をして

いることを理解する。 

・過去に発生した水害の対処に対しての関係諸機関の連携・協力、

今後想定される水害に対しての備えなどについて聞き取り調査等し

て調べている。また、地図や年表などの資料を活用して必要な情報

を集め、調べたこと構成してまとめている。 

思考・判断・表現 ・過去に発生した水害から、問いを見付け、関係諸機関の協力など

に着目して水害から人々を守る活動を捉え、その働きを考え、表現

している。 

・学習したことから、地域で起こりうる水害について想定し、自分自

身にできることを具体的に考え示している。 

主体的に学習に取り組む態度 ・自分たちの地域に起こった過去の水害について興味をもち、関係

諸機関や資料を通してすすんで調べ、問いを解決しようとしてい

る。 

・地域に起こりうる水害について想起し、自分自身にできることを

すすんで考え、社会生活に生かそうとしている。 

 

研究主題 
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３ 児童の実態 

第３学年時の、「地域の安全を守る働き」についての学習では、消防団の方をゲストティーチャーとし

て招き、消防団の分団倉庫等の見学、インタビューを通して、消防団の方々は深川消防署と連携し、火災

などから自分たちのくらしを守っていることに気付かせた。自分の身近なところにも各々の生活の安全

のために日ごろから活動してくれている人たちがいることを知り、自分たちの生活が守られているもの

であると考えることができた。しかし、学んだことをまとめる際に整理し、伝えたいことを明確にして、

多面的なものの見方・考え方を働かせ、それを自分の言葉で我が事として説明する力は不十分である。本

単元を通して、自分たちにできることや地域の安全について考えたことをグループごとにまとめ、発表

する活動を通して、関係諸機関相互に連携することやそれぞれの関係についての全体像を構想して発表

させたいと考える。さらに、総合的な学習の時間につなげて、自分の力を地域の中で発揮できる場面を見

つけ、地域に働きかける学びとしていきたい。 

 

４ 単元設定の理由 

（１）学習指導要領との関連や配慮事項 

（３）自然災害から人々を守る活動について、学習問題を追及・解決する活動を通して、次の事項

を身に付けることができるように指導する。 

ア 次のような知識および技能を身に付けること。 

（ア） 地域の関係諸機関や人々は、自然災害に対し、様々な協力をして対処してきたことや、

今後想起される災害に対し、様々な備えをしていることを理解すること。 

（イ） 聞き取り調査をしたり、地図や年表などの資料で調べたりして、まとめること。 

 イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること 

（ア） 過去に発生した地域の自然災害、関係諸機関の協力などに着目して、災害から人々を

守る活動をとらえ、その働きを考え、表現すること。 

 本単元では、自分の住んでいる東京都の自然災害について「主体的な学び」を実現させるために、災害

を自分事としてとらえさせ、追究活動を進める。クロームブックなどの ICT 機器を活用して、話し合いを

基本に学習を進め、「自助・共助・公助」の観点から、様々な機関や人々の関連に注目してそれらの連携

や計画的な備えの大切さについて気付かせたい。 

（２）研究テーマの捉え方 

【提案１】教材の工夫について 

・金銭金融教育とのつながり 

水害を防ぐために多額の費用がかかっていることや、街作りと同時に水害対策も進めていることにも

触れ、金銭金融にかかわる興味や関心も高めたい。 

・コミュニティスクールを生かしたゲストティーチャーの活用 

ゲストティーチャーを探す際にコミュニティスクールを生かして学校運営協議会の一員であり、かつ

本単元に必要な河川の学習の専門家から話を聞くことで、より実感をもって追究できるようにした。 

ゲストティーチャー：早川 潤 事務所長（国土交通省関東地方整備局荒川下流河川事務所） 

          關 和博 町会長（新大橋２丁目町会） 

深川消防団 他 
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・自分たちのまちの歴史との関わり 

自分たちの町は過去に幾度となく洪水に襲われていることや、近年日本各地で集中豪雨やそれに伴う

洪水・浸水が多発していることを知らせ、それをきっかけとして、「自分たちが住んでいる東京都の中で

もいつ水害が起こってもおかしくない」ということに気付くことができるようにした。さらに、令和２年

度熊本豪雨や 2年前の台風１５・１９号の被害について示すことで、「自分たちの町に洪水が起こらない

ように、だれが、どのように対処してくれるのか」と問いをもち、学習問題を立てることができるように

した。 

・地域教材の活用 

水害の導入として、江東区役所に設置されている過去の水害の高水位を示した「水準表」と担任の伸長

を提示し、水害がいかに危険かを感じ取らせる工夫をする。また、「江東区洪水・高潮ブックレット」「東

京都防災ガイドブック」「東京防災」「東京くらし防災」等、東京都や江東区によって発行されている資料

を取り寄せ、活用することとした。資料を活用することで、児童にとってより身近な行政が行っている

「公助」の必要性に気付かせたい。 

【提案２】学習過程の工夫について 

・問いをもつための共有体験 

児童によってこれまでの生活経験や既習内容が違ってきているため、共有体験が重要となる。単元を通

じて主体的に学習を行うために動画を作成し、疑問をもたせるために効果的に使用する。 

・社会科のいかす段階から総合的な学習の時間・探求的な学習へ 

社会科の学習のいかす段階の後に、総合的な学習の時間の時間の単元「防災、大作戦」を設定すること

で、総合的な学習の時間の探求的な学習につなげていきたい。さらには、５年生の環境の学習を視野に入

れて SDGｓとのつながりを意識させたい。  

【提案３】学習活動の工夫について 

荒川放水路（昭和 5年完成、昭和 40 年頃から最大能力を発揮）は人工河川であり、人の手によって多

くの時間とお金、労力をかけて作られたものであることに気付かせたいと考えた。そこで、荒川放水路が

できる前と後の絵がアニメーションで重なるスライドを作った。また、荒川放水路が最大能力を発揮し

てからは、江東区の水害が極端に減ったことを知らせるために、浸水戸数と降水量の関係をグラフにし

て表したスライドも作成した。 

今年度導入されたChromebookを活用し、子どもたち一人一人が画面や資料を見ながら考えられるよう、

Benesse「ミライシード」内ムーブノートとオクリンクを利用した。、平行して地図帳などの資料も使うこ

とで、様々な資料から選択、判断し社会的事象の見方・考え方を働かせ、自然災害と東京都の地理的関係

に気付かせる。 

 

 

 

 

 

 

 



4 

 

５ 小単元の学習過程（全１１時間） 

 

時間 主な学習活動・学習内容 ※指導上の留意点□観点評価 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン 

 ○自然災害が起きたら 

・過去の東京都の災害には、雪害や火山、雷や地震

による被害が起こっていることを知る。 

・東京都でもいろいろな種類の災害が起こっている

ことに気付く。 

※東京都では特に水害が発生しや

すいが、オリエンテーションでは

水害が一番多いことには触れず、

本時以降で水害が一番多いことに

気付かせるようにする。 

問
い
を
も
つ 

 

１ 

本時 

○水害について考え、問いを作る。 

 私たちの街に水害は起こらないのでしょうか。 

 ・過去にも多くの水害があった街だから、水害は

あると思う。 

・岩淵水門によって、隅田川の水位

は常に管理下にあり、隅田川や小

名木川が氾濫することはないこと

を知る。 

２ ◎学習問題を考え、予想する。 

 

・下水道を整備して、たくさん水が流れても大丈夫

なようにしている。 

・小名木川の水門を閉めて、水が流れ込まないよう

にしている。 

 

 

追
究
す
る 

 

３ ○国や東京都の水害の備え（公助）について調べる。 

 国や東京都はどのような備えをしているのでしょ

うか。 

・国や東京都は、どのような備えを

しているのか調べる。 

○河川の整備 ○下水の整備 

４ ○江東区の水害の備え（公助）について調べる。 

 江東区では、水害に対してどのような備えをして

いるのでしょうか。 

・消防、警察との関連 

・江東区での取り組みを調べて、ま

とめる。 

○ハザードマップの作成 

○水害時の避難手段の作成 

５ ○学校や地域の備え（共助）について調べる。 

 学校や地域では、どのような取り組みをしている

のでしょうか。 

・避難訓練 ・防災倉庫 

・学校や地域ではどのような取り

組みをしているのか調べて、まと

める。 

６ ◎岩淵水門以南の荒川の上流が氾濫や決壊をしたときには、その水が隅田川に流れ込み自

分たちの街にも洪水が起こる可能性があることを知り、新しい学習問題を考える。 

◎新しい学習問題を考え、予想しよう。 

 

 

 

・消防署の人が、家に閉じ込められている人を助ける。 

・仮設住宅が建てられる。 

・自衛隊の人がやってきて、ヘリコプターで助けてくれる。 

・警察官が行方不明者を探す。 

【学習問題①】水害を防ぐために、だれがどのような取り組みをしているのだろうか。 

【学習問題②】水害が起こったら、だれがどのように対処するのか。 

また、自分たちはどうすればいいのか 
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追
究
す
る
② 

 

７・８ ○地域の住民同士の協力・備えと対処（共助）につ

いて調べる。 

 地域の住民同士がどのよう備えをしているのでし

ょうか。 

・ゲストティーチャーとして消防

団の方々を呼ぶ。 

・自分達の町に水害が起きた時に

どのように対処がされるか。 

追
究
す
る
③ 

９ ◎岩淵水門で働く人にインタビューをして、取り組

みを調べる。 

 早川さん（荒川下流河川事務所所長）、三輪さんを

ゲストティーチャーに招き、どのようにして水害か

ら守っているのか、どのような備えや対処が行われ

ているのかインタビューする。 

○隅田川と荒川の水量の調整をし

て、岩淵水門以南の荒川河川下流

において洪水が起こらないように

日頃から警戒をしている。 

ま
と
め
る 

１０ ○水害からくらしを守る取り組みを関連図にしてま

とめる。 

・水害からくらしを守るために、各関係諸機関がそ

のような対処と備えをしているのかまとめよう。 

・ノートにまとめをつくる。 

家庭、学校、江東区、東京都、日本

国がどのように連携して、水害か

らくらしを守っているのか考え、

まとめる。 

い
か
す 

１１ ○自分（家庭）の備えについて考える。 

 自分は、水害に対してどのような備えをすること

ができるかな。 

○まとめたことをもとにして、マイタイムラインを

作る。実際に水害が起こった時に自分自身にできる

ことを考えよう。 

・家庭での調べ学習を行い、家族と

も防災について話し合う機会をも

つ。 

・マイタイムラインを作って、発表

する。 

10
時
間
程
度 

総合的な学習の時間 

単元名「防災、大作戦」 

水害以外の災害が起こった時に、私たちはどのよう

に備えをし、対処しなければいけないのか。 

例 地震発生に対しての備え 

  地震が起こった時の避難 

  避難所シミュレーション 

  複合災害への対応 
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６ 本時の展開（１/１１時間） 

（１）本時のねらい 

 自分たちのくらしが水害からだれがどのように守っているのかに関係する問いをもつとともに、水害

からくらしを守ることについて調べようとする意欲をもつことができる。 

（２）本時の展開 

 児童の学習活動 資料・教材 ・指導上の留意点 □評価 

導

入 

○過去の水害被害の様子を見て、水害が起こっ

たら私たちの街はどうなるか想像させる。 

・先生の身長よりもずっと高いところまで過去

に水が来たのが分かる。 

・隅田川はどうなっちゃうんだろう。 

・過去の被害写

真 

・水準標の前に

立つ担任の写

真。 

・台風19号の被害写真と江東

区役所の水準標前に立つ担任

の写真を見せる。 

展

開 

○降水量をもとに、江東区の水害被害の件数に

ついて予想させる。 

 

 

 

 

○なぜ水害が減ったのか予想し考える。 

○荒川放水路ができる前とできた後の地図を見

比べて、人工的に川が作られたことと洪水が減

ったことの関係から、その役割について考える。 

 

 

 

 

○動画を見て、岩淵水門の役割や早川さん仕事

について知る。 

・ディスプレイ 

・ムーブノート 

 

 

 

 

・地図帳 

・ムーブノート 

 

 

 

 

 

 

 

・1940年～2010年にかけての

降水量が書かれたカードに予

想を書き込み、話し合う。 

 

 

 

・スタンプ機能集計機能を使

い子どもたちの気づきを一覧

で見る。 

・岩淵水門と災害対策室の動

画を見せ、児童の関心を高め

る。 

 

 

□水害を防ぐために、どのよ

うな工夫をしているのかにつ

いて、問いをもっている。 

ま

と

め 

◎調べたいことや、疑問に思ったことをカード

に書き出し、提出ボックスに送る。 

○次時から、私たちのくらしを水害から守る工

夫について調べることを知り、学習の見通しを

もつ。 

・オクリンク 

 

・児童の活動について記入す

る。 

・実際にインタビューできる

機会を設けたい気持ちをもた

せる。 

 

「なぜ水害は減ったのだろう」 

「水害について調べたいことを書き出して話し合おう」 


